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2１．主ラインの構成（１／２）

①ライン構成

② 設計の意図
ベントガスはウェットウェル気相部とドライウェル気相部から排気することが可能な
設計。
第１弁及び第２弁は格納容器隔離弁，第３弁は非常用ガス処理系への連絡ライン
等を使用する場合の隔離操作用の弁として設置。
ベント弁（MV217-4/5，MV217-18，MV226-13）は，通常時，事故時（ＤＢＡ及びＳＡ）
の弁への開閉要求及び遠隔手動操作機構の設置を考慮し，電動駆動弁（ＭＯ弁）
。（電源：代替交流動力電源からも給電可能。人力による遠隔手動操作機構付。）
第１弁及び第２弁：通常時閉，第３弁：通常時開
第１弁，第２弁及び第３弁は，空気作動弁（ＡＯ弁）から電動駆動弁（ＭＯ弁）に変更
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③ 弁の設置位置の妥当性（物理的隔離、他からの悪影響）
（１）第１弁（MV217-4/5），第２弁（MV217-18）及び第３弁（MV226-13）
事故後の環境（温度，放射線）を考慮した設計
中央制御室から操作可能
遠隔手動操作機構の操作場所：原子炉建物付属棟（アウター）
④ 開の確実性、隔離の確実性について論じること
（１）原子炉格納容器隔離（ＤＢＡ）
原子炉格納容器隔離弁（第１弁（MV217-4又はMV217-5），第２弁（MV217-18））は
，非常用ディーゼル発電機から電源供給
 常時閉（ＮＣ），原子炉格納容器隔離信号により閉止状態を維持
（２）ベント時（ＳＡ）
常設代替交流電源設備（ガスタービン発電機車），可搬型代替電源設備（高圧発電
機車）からも電源供給可能
原子炉建物付属棟（アウター）から遠隔手動操作機構を用いた人力による開操作
が可能
（３）ベント弁の開閉（ＳＡ）
第１弁を原則とし，第２弁及び第３弁でも開閉可能（駆動源のあるものを優先）。
（４）ベント終了後（ＳＡ）
第１弁及び第２弁を閉止

１．主ラインの構成（２／２）



4２．弁の種類

①ＦＣＶＳ主ラインのＡＯ弁、ＭＯ弁のメリット、デメリットを踏まえた採用理由
人力による遠隔操作の観点からＭＯ弁を採用した。

②ＮＣ、ＦＣ（フェールクローズ）の種別
第１弁，第２弁についてはＮＣ（ＦＡＩ），第３弁についてはＮＯ（ＦＡＩ）

③設計の意図
ＤＢＡ設計上，駆動源喪失時の安全動作が一方（開又は閉）に限定可能な場合に
はＡＯ弁（や電磁弁）を，限定しない場合にはＭＯ弁を選定
第１弁（MV217-4/5），第２弁（MV217-18）：ＳＡ時（ベント時）に人力による開操作を
行うことを考慮してＭＯ弁に設計変更
第３弁（MV226-13）：ベント時の開要求を達成する観点からＮＯ。人力による開閉操
作が可能なＭＯ弁を採用



5３．FCVSラインとの分岐系統の隔離弁の数と弁の種類



6４．Ｄ／Ｗラインの取り出し高さ



7５．主要な論点（１／２）

論 点 議論に必要な情報
１．主ラインの構成 ①ライン構成がわかる簡単な概略図

（バイパスラインは使えるものだけにしぼる。取り出しから放出ラインま
でのごく単純な図）（注：使えるものだけを記載する）
②設計の意図
③弁の設置位置の妥当性（物理的隔離，他からの悪影響）
④開の確実性，隔離の確実性について論じること

２．弁の種類 ①ＦＣＶＳ主ラインのＡＯ弁，ＭＯ弁のメリット，デメリットを踏まえた採用理
由
②ＮＣ，ＦＣの種別
③設計の意図

３．ＦＣＶＳラインとの分岐系
統の隔離弁の数と弁の
種類

①各系統毎の弁の個数，種類，種別
②設計の意図

４．Ｄ／Ｗラインの取り出し
高さ

①部位毎の高さ関係（図とともに）

例 格納容器のフランジ部，原子炉圧力容器のフランジ部，ドライウェル
からのベント配管取り出し位置，ＴＡＦ，サプレッションチェンバー頂部，
ウェットウェルからのベント配管取り出し位置，ドライウェル床面，サプ
レッションチェンバー底部
②設計の意図
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論 点 議論に必要な情報

５．ベント準備及び実
施の判断基準

（１）ベント準備の
判断

①余裕時間（１Ｐｄ到達までに確実に準備が終わる時間となっているか）

②確認パラメータ（準備着手の判断をするための確認パラメータが明確か）

③ベント準備作業の妥当性・作業項目（窒素供給設備の配備，薬品補給，スク
ラビング水の給水，排水ラインのラインナップ等）・作業環境（作業が可能な環
境条件か。温度，湿度，放射線量）

④アーリーベントの場合，隔離弁を開けた後に閉めることはできるか

また，閉める際の判断基準

⑤設計の意図

（２）ベント実施の
判断

①余裕時間の観点

②２Ｐｄ手前でのリークがあった場合のベント実施判断

③柔軟なベントが実施できるか

④希ガス減衰の観点
⑤設計の意図

６．ベント実施の弁操

作順位

①弁操作順位
②設計の意図

７．圧損計算の詳細 ①ＣＶ圧力毎の比較（ポイント：ＣＶ圧力と流量，ＣＶ圧力が低くても確実に流れ
るか）
②設計の意図

８．放出位置、放出時
間の違いによる検
討結果。

①放出位置，放出時間の妥当性の説明

５．主要な論点（２／２）


